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中
国
研
究
集
刊 

光
号
（
総
六
十
二
号
）
平
成
二
十
八
年
六
月　

九
三
︱
一
〇
六
頁

清
華
簡
『
湯
在
啻
門
』
に
見
え
る
「
玉
種
」
に
つ
い
て

曹
　
方
向

は
じ
め
に

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
湯
在

啻
門
』
は
、
全
二
一
簡
で
あ
り
、
最
終
簡
（
第
二
一
簡
）
の
末
端

に
残
欠
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
文
字
の
欠
損
は
な
く
、
完
備
し
た

文
献
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
殷
の
湯
王
が
伊
尹
に
向
か
っ
て

「
古
之
先
帝
」
の
優
れ
た
言
葉
や
事
跡
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、

伊
尹
が
「
成
人
」・「
成
邦
」・「
成
地
」・「
成
天
」
な
ど
の
道
を
論

じ
な
が
ら
答
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
の
「
成
人
」
に
つ
い
て
は
、
伊
尹
は
「
五
味
の
気
」
を

掲
げ
、
そ
の
「
末
気
」（
五
番
目
の
気
）
を
「
玉
種
」
と
言
う
。

本
篇
の
第
六
簡
～
第
八
簡
に
は
、「
玉
種
」
が
十
ヶ
月
の
間
に
発

育
し
て
人
に
な
る
と
い
う
胎
児
の
成
長
過
程
が
書
か
れ
て
お
り
、

伝
世
文
献
の
「
十
月
懷
胎
」
の
過
程
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
整
理
者
は
、『
管
子
』
水
地
、『
淮
南
子
』
精

神
、『
文
子
』
九
守
の
三
種
の
伝
世
文
献
を
参
考
と
し
て
列
記
し

て
い
る
（
注
1
）
。

こ
れ
ま
で
の
出
土
文
献
の
中
で
、「
十
月
懷
胎
」
に
関
す
る
記

述
が
見
ら
れ
る
も
の
は
複
数
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
古
い
も
の

は
馬
王
堆
帛
書
『
胎
産
書
』
で
あ
る
。
近
年
出
版
さ
れ
た
『
長
沙

馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
に
お
い
て
は
、『
諸
病
源
候
論
』
婦
人

妊
娠
諸
病
候
上
、『
備
急
千
金
要
方
』
婦
人
方
養
胎
、『
医
心
方
』

妊
娠
脈
図
月
禁
法
の
三
つ
の
伝
世
医
学
資
料
を
参
考
資
料
と
し
て

挙
げ
て
い
る
（
注
2
）
。
そ
の
三
種
の
資
料
は
、
胎
児
の
成
長
に
関
す

る
描
写
が
類
似
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
そ
の
中
の
『
諸
病
源
候

論
』
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
た
い
。
ま
た
、
大
形
徹
氏
が
「『
長

沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
修
訂
国
際
学
術
研
討
会
」
で
発
表
し

〔
出
土
文
献
研
究
〕
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た
論
文
の
中
に
掲
げ
て
い
る
一
覧
表
に
は
、
古
籍
・
字
書
や
前
述

の
資
料
以
外
に
、『
諸
病
源
候
論
』
妊
娠
転
女
為
男
候
、『
備
急
千

金
要
方
』
逐
月
養
胎
方
（
二
種
）、『
医
心
方
』
産
経
（
二
種
）（
注
3
）
、

『
説
文
解
字
』、『
広
雅
』
な
ど
の
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
資
料
の
整
理
は
、「
玉
種
」
の
十
ヶ
月
間
の
生
成
・
成
長
過

程
を
検
討
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
（
注
4
）
。

馬
王
堆
帛
書
や
清
華
簡
は
す
べ
て
出
土
文
献
で
あ
る
。
清
華
簡

は
海
外
に
流
出
し
た
文
物
で
あ
る
が
、
そ
の
出
土
地
は
、
馬
王
堆

漢
墓
が
あ
る
長
沙
と
同
様
に
、
も
と
も
と
楚
の
領
地
に
属
し
て
い

た
場
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
下
、
馬
王

堆
帛
書
『
胎
産
書
』
を
主
な
比
較
材
料
と
し
て
、
清
華
簡
『
湯
在

啻
門
』
に
見
え
る
「
玉
種
」
の
成
長
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一
、
第
一
、
第
二
段
階
に
つ
い
て

ま
ず
、『
湯
在
啻
門
』中
の「
玉
種
」の
成
長
過
程
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
部
分
の
原
文
を
掲
げ
る
。
以
下
の
原
文
は
、
基
本
的
に
整
理

者
の
釈
文
に
基
づ
く
が
、
一
部
、
解
釈
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

一
月
始

（
孕
？
）、
二
月
乃
裹
、
三
月
乃
形
、
四
月
乃
固
、

五
月
或
收
（
呴
？
）、
六
月
生
肉
、
七
月
乃
肌
、
八
月
乃
正
、

九
月
顯
章
、
十
月
乃
成
、
民
乃
時
生
。

一
ヶ
月
目
の
懐
妊
か
ら
十
ヶ
月
目
の
嬰
児
出
生
ま
で
、
各
種
文

献
の
主
な
差
異
は
八
ヶ
月
目
に
集
中
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

『
淮
南
子
』
と
『
文
子
』
は
、「
胎
」
と
な
る
時
間
に
一
ヶ
月
の
差

が
あ
る
。
古
代
の
医
療
条
件
の
下
で
は
、
お
そ
ら
く
胎
児
が
発
育

す
る
過
程
を
正
確
に
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
胎
児
の
成

長
は
何
ヶ
月
続
い
て
、
身
体
各
部
は
い
つ
か
ら
発
育
が
始
ま
り
、

い
つ
完
全
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
精
確
に
描
写

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
大
ま
か
に
言
う
と
、
各
種
文
献
の
記
載
は
お
お
む
ね

次
の
四
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
段
階
：
懐
胎
（
一
ヶ
月
目
）

第
二
段
階
：�

胎
児
が
初
め
て
人
の
形
と
な
る
（
二
ヶ
月
目
、

三
ヶ
月
目
）

第
三
段
階
：�

胎
児
の
身
体
が
徐
々
に
発
育
し
て
い
く
（
四
ヶ

月
目
以
降
）

第
四
段
階
：
生
ま
れ
る
（
十
ヶ
月
目
）

本
篇
で
は
、
内
蔵
・
四
肢
・
血
管
・
毛
髪
・
皮
膚
な
ど
の
成
長

過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
各
種
文
献
に
は

（ 94 ）



完
全
に
一
致
す
る
見
解
は
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
各
種
文
献
と

比
較
し
な
が
ら
、
本
篇
の
内
容
を
確
認
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
、
第
二
段
階
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
ヶ
月
目
は
、
無
か
ら
有
に
な
る
最
初
の
段
階
で
あ
る
。
簡
文

の「

」
字
は
、
整
理
者
は
、「
昜
」
声
に
従
い
、「
揚
」
と
読
み
、「
玉

種
播
揚
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
「
種
を
蒔
く
」

と
い
う
角
度
か
ら
推
測
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
解
釈
は
理
解
し
が
た
い
。
一
般
的
に
、
胎
児
の
成
長
の
一
ヶ

月
目
は
受
胎
の
段
階
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
簡
文
の
こ
の
字
は
直

接
「
孕
」
と
読
め
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
（
注
5
）
。
簡

文
の
こ
の
字
は
「
勹
」
に
従
い
「
昜
」
に
従
う
字
で
あ
り
、
整
理

者
の
隷
定
に
は
従
う
べ
き
で
あ
る
。「
孕
」
の
異
体
字
「

」・

「

」
は
、
伝
抄
古
文
や
『
玉
篇
』・『
集
韻
』
な
ど
の
字
書
・
韻

書
、『
周
礼
』
秋
官
・
薙
氏
、『
管
子
』
五
行
、『
太
玄
』
馴
な
ど

の
典
籍
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
整
理
者
が
「

」
の
字
を

「
勹
」
や
「
昜
」
か
ら
隷
定
し
た
こ
と
は
正
し
く
、
従
う
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
太
玄
』
馴
で
は
、「

其
膏
」

と
あ
り
、「

」
は
孕
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
（
注
6
）
。『
周
易
』
漸

卦
「
婦
孕
」
の
「
孕
」
は
、
馬
王
堆
帛
書
『
周
易
』
漸
卦
な
ど
で

は
「
繩
」
に
作
り
、
学
者
た
ち
は
今
本
に
よ
っ
て
「
孕
」
と
釈
読

し
て
い
る
（
注
7
）
。
古
音
を
調
べ
る
と
、「

」
字
が
従
う
と
こ
ろ

の
「
昜
」
は
以
母
陽
部
に
属
し
、「
孕
」・「

」・「

」・「
繩
」

な
ど
の
以
母
蒸
部
の
字
（
便
宜
上
、
下
文
で
は
「

（
孕
）」
と

書
く
）
と
比
べ
る
と
、
声
母
は
み
な
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
蒸
部

と
陽
部
と
は
通
仮
の
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
周
礼
』
秋
官
・

薙
氏
の
「
萌
之
」
の
鄭
玄
注
に
は
「
故
書
或
作
薨
」
と
あ
り
、

「
萌
」
は
陽
部
に
属
し
、「
薨
」
は
蒸
部
に
属
す
。『
荘
子
』
天
運

の
「
使
民
心
競
」
の
「
競
」
は
、『
太
平
御
覧
』
で
は
「
競
」
を

引
用
し
て
「
兢
」
に
作
る
。「
競
」
は
陽
部
に
属
し
、「
兢
」
は
蒸

部
に
属
す
。『
呂
氏
春
秋
』
挙
難
に
見
え
る
人
名
「
樂
騰
」
の

「
騰
」
は
、『
新
序
』
で
は
「
商
」
に
作
る
。「
商
」
は
陽
部
に
属

し
、「
騰
」
は
蒸
部
に
属
す
。
ゆ
え
に
「

」
は
「
昜
」
を
音
符

と
し
て
お
り
、「

（
孕
）」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、「
勹
」
の
字
は
古
文
字
資
料
の
中
に

用
例
が
あ
り
、
し
か
も
「
孕
」
と
通
仮
す
る
条
件
も
備
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
李
家
浩
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
古
文
字
の

「
勹
」
と
「
宛
」
と
は
音
義
が
近
い
と
さ
れ
る（
注
8
）。
前
掲
の
『
太

玄
』の「

」の
字
は
、あ
る
版
本
で
は「

」に
作
り
、音
は「
鴛
」

で
あ
り
、
銀
雀
山
漢
簡
『
孫
子
兵
法
』
の
「
畹
」
に
作
る
「

」

の
字
に
当
た
る
（
注
9
）
。「
宛
」
と
「
畹
」・「

」
は
、
同
じ
影
母

元
部
の
字
に
属
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
勹
」
は
直
接
「

（
孕
）」・

「
繩
（
孕
）」・「

（
孕
）」
と
釈
読
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
（
注
10
）
。

文
意
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
太
玄
』
は
「

其
膏
」
と
言

（ 95 ）



う
。『
淮
南
子
』
の
よ
う
に
一
ヶ
月
目
を
「
膏
」
と
見
な
す
も
の

で
あ
ろ
う
と
、『
胎
産
書
』（
第
三
行
）
な
ど
の
よ
う
に
二
ヶ
月
目

を
「
膏
」
と
見
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
必
ず
先
に
「

（
孕
）」

し
、
そ
の
後
に
「
膏
」
と
な
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
簡
文
の
二
ヶ

月
目
の
「
裹
」
と
「
膏
」
と
は
互
い
に
対
応
し
て
い
る
段
階
で
あ

り
、
そ
の
た
め
一
ヶ
月
目
の
「

」
は
、
語
句
の
上
で
も
『
太

玄
』
の
「

（
孕
）」
と
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

「

」
は
当
然
「

」・「

」・「

」
な
ど
の
字
に
釈
読
で
き
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
字
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
直

接
「
孕
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
ヶ
月
目
は
受
精
卵
が
発
育
し
て
胚
胎
を
形
成
す
る
が
、
古
代

の
技
術
の
条
件
下
で
は
、
は
っ
き
り
と
観
察
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
一
段
階
の
胚
胎
を
正
面
か
ら
描
写
す
る

こ
と
は
難
し
い
。『
胎
産
書
』
第
二
行
は
一
ヶ
月
目
の
胎
の
「
流

形
」
を
述
べ
、『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
で
は
「
始
形
」
に
作
る
。

「
流
形
」
は
、
鋳
造
す
る
金
属
の
溶
液
を
用
い
て
受
胎
の
こ
と
を

た
と
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
11
）
。
そ
の
他
、『
医
心
方
』

が
収
録
す
る
一
種
の
『
産
経
』
は
一
ヶ
月
目
を
「
胚
」
と
し
て
い

る
。「
胚
」
も
生
物
の
一
般
的
な
成
長
規
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
名
で
あ
る
。『
爾
雅
』
釈
詁
の
郭
璞
注
に
「
胚
胎
未
成
、
亦
物

之
始
也
。」
と
あ
り
、
邢
昺
疏
に
「
尚
未
成
形
而
為
形
之
始
、
故

曰
「
胚
胎
未
成
、
亦
物
之
始
」、
物
則
形
也
。」
と
あ
り
、
実
際
に

指
す
と
こ
ろ
も
受
胎
で
あ
る
。

「
二
月
乃
裹
」
に
つ
い
て
は
、
整
理
者
は
『
淮
南
子
』
の
用
例

を
根
拠
と
し
て
、「
裹
」
は
輪
郭
が
初
め
て
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
と

見
な
し
て
い
る
。『
胎
産
書
』
や
『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
の
医
書

で
は
二
ヶ
月
目
を
「
膏
」
と
言
い
、
前
掲
の
『
太
玄
』
も
「

其

膏
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、「
膏
」
は
凝
固
し
た
液
体
で
あ
り
（
注
12
）
、

輪
郭
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、「
裹
」
と
「
膏
」
の

語
義
の
関
係
は
密
接
と
言
う
に
は
十
分
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
の
論
文
で
は
、

「
裹
」
は
「
妊
娠
時
に
胎
児
を
包
ん
で
い
る
器
官
で
あ
る
。
こ
れ

は
古
く
は
「
胞
」・「
胞
衣
」
な
ど
と
言
い
、
実
際
に
は
今
の
西
洋

医
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
羊
膜
・
胎
盤
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。」
と

指
摘
し
て
お
り
（
注
13
）
、
ま
た
あ
る
人
は
「
裹
」
は
「
包
裹
、
纏
繞
」

（
包
む
、
ま
き
つ
く
）
の
意
味
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
（
注
14
）
。

具
体
的
に
指
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
「
胞
衣
」（
胎
盤
）
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
解
釈
も
道
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
ヶ
月
目
の
胚
胎
は
嚢
状
（
い
わ
ゆ
る
「
嚢
胚
」）
に
な
り
、

胎
児
は
ま
だ
人
の
形
を
し
て
お
ら
ず
、
嚢
の
中
に
収
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
状
態
で
あ
る
。『
胎
産
書
』
の
第
二
行
～
第
三
行
に
は
、

「
二
月
始
膏
、
…
…
是
謂
始
藏
」（
二
ヶ
月
目
に
胎
児
は
初
め
て
膏

と
な
り
、
…
こ
れ
を
始
蔵
と
言
う
）
と
あ
り
、『
諸
病
源
候
論
』

妊
娠
転
女
為
男
候
に
も
「
二
月
始
藏
精
氣
成
於
胞
裹
」（
二
ヶ
月
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目
に
初
め
て
精
気
を
胞
裹
に
蔵
す
る
）
と
あ
る
（
注
15
）
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
簡
文
の
「
裹
」
は
、「
包
ん
で
蔵
す
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
段
階
の
胚
胎
の
全
体
は
凝

結
物
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
膏
」
と
称
す
る
の
は
実
情
と
も

合
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
言
葉
の
使
い
方
に
差
違
が

あ
っ
て
も
、
簡
文
と
帛
書
や
『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
の
医
書
の
記

述
と
は
矛
盾
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
三
月
乃
形
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
、
胎
児
が
人
の
形
に
な

る
こ
と
を
指
す
と
述
べ
る
。
華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研

究
工
作
室
の
論
文
は
、
胎
児
が
初
め
て
形
状
を
な
す
こ
と
を
指
す

と
見
な
し
て
い
る
（
注
16
）
。『
胎
産
書
』・『
諸
病
源
候
論
』・『
説
文

解
字
』
な
ど
で
も
す
べ
て
三
ヶ
月
目
に
「
胎
」
と
な
る
と
言
い
、

こ
れ
は
胎
児
が
初
め
て
人
の
形
に
な
る
こ
と
を
指
し
（
注
17
）
、
簡
文

と
合
致
す
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
簡
文
・
帛
書
と
伝
世
文
献
は
お
お
よ
そ
す
べ
て

受
胎
か
ら
胎
児
が
初
め
て
人
の
形
に
な
る
ま
で
を
記
載
し
て
お

り
、
こ
の
後
は
さ
ら
に
胎
児
の
身
体
の
発
育
状
況
を
描
写
す
る
。

三
ヶ
月
目
以
前
の
胚
胎
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
間
接
的

で
あ
り
、
ま
た
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
第
三
、
四
段
階
に
つ
い
て

次
に
、
第
三
、
第
四
段
階
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

「
四
月
乃
固
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
、
胎
児
が
安
定
し
て
い

る
こ
と
を
指
す
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
は
曖
昧
で
あ

り
、
ま
た
「
三
月
乃
形
」
と
あ
わ
せ
て
考
え
た
場
合
、
重
複
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
胎
産
書
』
は
四
ヶ
月
目
に
「
成
血
」

（
血
が
で
き
る
こ
と
）
を
述
べ
、『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
の
医
書
に

も
四
ヶ
月
目
に
「
血
脈
」
が
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
現
代
医

学
で
は
、
二
ヶ
月
目
に
胎
児
に
血
管
が
現
わ
れ
る
と
さ
れ
（
注
18
）
、

『
胎
産
書
』
の
血
脈
の
形
成
時
間
は
遅
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、『
胎
産
書
』
お
よ
び
そ
の
他
の
医
書
は
四
ヶ
月
目
に

「
血
」・「
血
脈
」
が
で
き
る
と
言
い
、
こ
れ
は
胎
児
の
血
管
の
発

育
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
誤
っ
た
結
論
と
見
な
す
こ
と
も

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
簡
文
の
「
固
」
の
字
は
、
血
脈
と
関
係
す

る
と
は
考
え
が
た
い
（
注
19
）
。

前
述
の
通
り
、
胎
児
は
三
ヶ
月
目
に
初
め
て
人
の
形
と
な

る
が
、
性
別
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
古
今
を

問
わ
ず
、
胎
児
の
性
別
に
つ
い
て
は
重
大
な
倫
理
的
問
題
が
存
在

し
（
注
20
）
、
ほ
と
ん
ど
の
文
献
で
三
ヶ
月
目
に
胎
児
の
性
別
の
問
題

や
男
胎
・
女
胎
の
養
生
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
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『
胎
産
書
』
の
第
四
行
～
第
六
行
に
は
、
三
ヶ
月
目
の
胎
児
に
つ

い
て
「
當
是
之
時
、
未
有
定
儀
、
見
物
而
化
。
…
…
欲
產
男
、

…
…
欲
產
女
…
…
是
謂
內
象
成
子
。」
と
あ
り
、
胎
児
の
身
体
や
、

性
別
が
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
男
子
の
胎
児
と
女
子
の

胎
児
を
養
う
方
法
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
類
似
の
記
述
と
し

て
、
た
と
え
ば
『
諸
病
源
候
論
』
妊
娠
転
女
為
男
候
は
「
至
於
三

月
…
…
未
有
定
儀
、
見
物
而
化
。
是
時
男
女
未
分
…
…
」
と
述

べ
、
ま
た
『
備
急
千
金
要
方
』
逐
月
養
胎
方
に
は
「
妊
娠
三
月

…
…
當
此
之
時
、
未
有
定
儀
、
見
物
而
化
。
欲
生
男
者
…
…
欲
生

女
者
…
…
」
と
あ
る
（
注
21
）
。『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
産

経
』
も
、
三
ヶ
月
目
の
胎
児
は
性
別
が
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、『
胎
産
書
』
第
二
一
行
に
は
男
子
の
胎
児

を
養
成
す
る
た
め
の
一
種
の
処
方
箋
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
未

滿
三
月
」（
ま
だ
三
ヶ
月
に
満
た
な
い
状
態
）
が
時
間
の
限
度
で

あ
る
こ
と
を
特
に
強
調
し
て
い
る
。D

onald. J. H
arper

氏
は
、

こ
の
部
分
と
前
述
の
三
ヶ
月
の
胎
児
の
「
未
有
定
儀
」
と
い
う
内

容
と
は
直
接
関
係
し
、
ま
た
『
胎
産
書
』
第
二
四
行
に
残
存
す
る

「
三
月
」
も
、
男
子
の
胎
児
の
養
成
に
効
き
目
が
あ
る
処
方
箋
に

関
す
る
内
容
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
22
）
。
つ
ま
り
、
当
時
に

お
い
て
、
三
ヶ
月
目
は
胎
児
の
性
別
が
定
ま
る
前
の
重
要
な
期
間

な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
四
月
乃
固
」
は
、
胎
児
の
性

別
が
確
定
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。

「
五
月
或
收
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
、「
收
」
を
「
褎
」
と
読

み
、『
詩
経
』
の
鄭
玄
箋
「
褎
、
枝
葉
長
也
。」（
褎
は
、
木
の
枝

や
葉
が
伸
び
広
が
る
こ
と
で
あ
る
）
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
意

味
を
推
測
す
る
と
、
胎
児
の
四
肢
の
成
長
は
、
樹
木
に
枝
葉
が
生

え
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
胎
産
書
』
や
『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
の
伝
世
医
書
が
五
ヶ
月
目

に
「
氣
」
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
、「
收
」
は

胎
児
が
自
分
で
空
気
を
吸
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
指
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
胎
産
書
』
に
は
「
五
月
…
乃
使

成
氣
…
以
養
氣
。」
と
あ
り
、『
諸
病
源
候
論
』
に
は
「
妊
娠
五

月
、
…
…
以
成
其
氣
。」
と
あ
り
、『
医
心
方
』
の
『
産
経
』
の
一

つ
に
は
「
懷
身
五
月
、
…
…
以
盛
血
氣
。」
と
あ
る
。
古
代
の

人
々
は
常
に
「
血
」
と
「
氣
」
と
を
並
列
に
し
て
お
り
（
注
23
）
、『
胎

産
書
』
が
前
の
月
に
「
血
」
と
書
き
、
こ
の
月
に
「
氣
」
と
書
く

の
は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
。『
胎
産
書
』
に
基
づ
く
と
、
簡
文

の
「
收
」
の
字
は
「
丩
」
声
に
従
い
、「
呴
」
と
読
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
で
あ
る
（
注
24
）
。「
收
」・「
呴
」
は
す
べ
て
「
丩
」
を
基

本
の
音
符
と
す
る
。
金
文
の
馬
駒
の
「
駒
」
は
、一
般
的
に
「
句
」

声
に
従
う
が
、「
丩
」
声
に
従
う
も
の
も
あ
る
（
注
25
）
。
典
籍
の
「
鉤

膺
」
の
「
鉤
」
は
、
焂
戒
鼎
の
銘
文
の
中
で
は
「
翼
」
に
従
い
、

「
丩
」
声
に
従
う
（
注
26
）
。
ま
た
、『
漢
書
』
王
褒
伝
に
「
呴
噓
呼
吸
」

と
あ
り
、
そ
の
顔
師
古
注
に
「
呴
・
噓
、
皆
開
口
出
氣
也
。」
と
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あ
る
（
注
27
）
。
古
代
の
人
々
は
胎
動
な
ど
の
現
象
を
根
拠
と
し
て
、

胎
児
が
す
で
に
呼
吸
で
き
る
状
態
に
あ
る
と
推
測
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
簡
文
の
「
五
月
或
收
」
の
意
味
は
、
胎

児
が
呼
吸
を
開
始
し
た
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。「
或
」

は
古
代
漢
語
の
中
で
し
ば
し
ば
疑
問
や
推
測
の
語
気
を
示
し
、
こ

こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
六
月
生
肉
」
に
つ
い
て
は
、
整
理
者
は
『
管
子
』
水
地
の

「
五
臟
已
具
、
而
後
生
肉
。」（
五
臓
が
す
で
に
備
わ
り
、
そ
の
後

に
肉
を
生
じ
る
）
を
引
用
し
て
い
る
。「
七
月
生
肌
」
に
つ
い
て

は
、
整
理
者
は
「
生
長
肌
膚
」（
筋
肉
と
皮
膚
が
成
長
す
る
こ
と
）

を
指
す
と
述
べ
る
。「
八
月
乃
正
」
に
つ
い
て
は
、
整
理
者
は

「
定
型
」（
形
が
定
ま
る
こ
と
）
を
指
す
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
注
釈
は
基
本
的
に
す
べ
て
理
に
か
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。『
胎
産
書
』
は
六
ヶ
月
目
に
「
筋
」
が
で
き
、
七
ヶ
月
目
に

「
骨
」
が
で
き
、
八
ヶ
月
目
に
「
膚
革
」（
皮
膚
）
が
で
き
る
と

し
、『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
の
伝
世
医
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

た
と
え
具
体
的
な
月
の
配
当
と
簡
文
の
順
序
と
が
大
い
に
異
な
っ

て
い
る
と
し
て
も
、
実
際
に
記
録
さ
れ
て
い
る
内
容
は
皮
膚
・
筋

肉
・
骨
格
の
成
長
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
骨
」
と
「
正
」
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、『
素
問
』
生
気
通
天
論
に
「
骨
正
筋
柔
」（
骨
が

端
正
で
あ
り
筋
が
柔
ら
か
い
）
と
あ
る
。
簡
文
の
「
正
」
は
、
ま

さ
に
『
素
問
』
が
言
う
「
骨
正
」
で
あ
り
、
胎
児
の
骨
格
の
発
育

が
整
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
胎
児
の
身
体
は
さ
ら
に
完

全
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

筋
肉
や
骨
格
の
発
育
と
と
も
に
、
胎
児
は
母
体
の
中
で
活
発
に

動
く
よ
う
に
な
り
、
七
ヶ
月
目
以
降
か
ら
九
ヶ
月
目
ま
で
は
胎
動

が
激
し
く
な
る
。
帛
書
や
伝
世
医
書
が
七
ヶ
月
目
に
「
骨
」
が
で

き
る
と
言
う
の
は
、
ま
さ
に
発
育
が
完
成
し
た
骨
格
を
指
す
。
簡

文
の
「
八
月
乃
正
」
の
「
正
」
は
、
帛
書
な
ど
の
「
骨
」
と
対
応

し
て
い
る
。『
素
問
』
生
気
通
天
論
に
は
「
謹
和
五
味
、
骨
正
筋

柔
、
氣
血
以
流
、
腠
理
以
密
。」
と
あ
る
。
発
育
が
完
成
し
た
骨

格
は
、
よ
う
や
く
人
体
の
支
柱
の
役
割
を
真
に
果
た
せ
る
よ
う
に

な
る
。
簡
文
が
述
べ
る
「
正
」
は
、
す
で
に
骨
格
の
発
育
が
完
成

し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
『
素
問
』
が
述
べ
る
「
骨
正
」
を
指
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
整
理
者
が
言
う
よ
う
に
、
胎
児
の

身
体
の
構
造
が
「
定
型
」
と
な
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
こ
の
両
者
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
。

「
九
月
顯
章
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
、「
意
思
與
成
功
相
近
」

（
意
味
は
成
功
と
近
い
）
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
を
理
解

す
る
と
、
胎
児
が
完
全
に
成
長
す
る
、
す
な
わ
ち
間
も
な
く
出
産

で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
間

も
な
く
生
ま
れ
る
嬰
児
は
当
然
、
身
体
の
各
部
位
が
完
全
に
発
育

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
あ
る
学
者
は
、「
顯
章
」
は
皮
膚
の
筋

目
が
見
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
男
女
の
性
別
が
判
明
す
る
こ
と
で
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は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
28
）
。
こ
の
解
釈
は
具
体
的
で
は
あ

る
が
、
必
ず
し
も
信
用
で
き
な
い
。『
胎
産
書
』
は
、
九
ヶ
月
目

に
「
始
成
毫
毛
」、
す
な
わ
ち
胎
児
の
う
ぶ
毛
が
初
め
て
で
き
る

と
し
、『
諸
病
源
候
論
』
や
『
備
急
千
金
要
方
』
な
ど
も
九
ヶ
月

目
に
「
皮
毛
」
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
胎
児
の
皮
膚
と
毛
髪
が
で

き
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
出
生
時
の
よ
う
な
光
沢
の
あ
る
毛

髪
が
最
終
的
に
完
成
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
簡
文
の
「
顯

章
」
は
当
然
、
胎
児
の
身
体
の
発
育
が
完
成
し
た
こ
と
を
指
し
て

お
り
、
具
体
的
に
は
、
毛
髪
が
成
長
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

理
解
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
毛
髪
は
人
体
の
表
面
の
最
も
細
か
い

も
の
で
あ
り
、
胎
児
の
毛
髪
の
発
育
が
完
成
す
る
こ
と
は
、
身
体

の
発
育
が
完
成
し
た
こ
と
の
表
現
で
も
あ
る
。
こ
の
後
、
十
ヶ
月

目
に
嬰
児
が
生
ま
れ
る
。

三
、
竹
簡
・
帛
書
と
伝
世
文
献
と
の
差
異
に
つ
い
て

以
下
、
再
び
他
の
文
献
の
「
十
月
懷
胎
」
に
つ
い
て
の
異
な
る

描
写
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

本
稿
の
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
学
者
が
伝
世
文
献

や
出
土
文
献
の
中
の
「
十
月
懷
胎
」
の
記
述
を
列
記
し
て
い
る

が
、『
管
子
』・『
淮
南
子
』・『
文
子
』
な
ど
の
非
医
学
類
の
文
献

は
、
簡
文
や
『
胎
産
書
』
な
ど
と
比
べ
て
大
き
な
差
違
が
あ
る
。

時
代
が
比
較
的
遅
い
医
学
文
献
は
、
ま
た
別
に
先
後
の
順
序
が
あ

る
。
非
医
学
類
文
献
と
時
代
が
比
較
的
遅
い
医
学
文
献
と
は
、
総

括
す
る
と
以
下
の
二
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
非
医
学
類
の
文
献
は
、
多
く
が
隣
り
あ
う
二
つ
の
月

に
、
近
い
意
味
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
点
で
あ
る
（【
表
１
】・

【
表
２
】
参
照
）。
た
と
え
ば
、『
淮
南
子
』・『
文
子
』・『
広
雅
』

の
一
、
二
ヶ
月
目
は
そ
れ
ぞ
れ
「
膏
」
と
「
脂
」
で
あ
り
、『
淮

南
子
』・『
文
子
』・『
広
雅
』
の
八
、
九
ヶ
月
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
動
」
と
「
躁
」
で
あ
る
。
古
代
漢
語
に
お
い
て
、「
膏
、
脂
也

（
膏
は
、
脂
な
り
）」
と
「
躁
、
動
也
（
躁
は
、
動
な
り
）」
と
い
う

解
釈
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
語
義
が
非
常
に

近
い
た
め
（
注
29
）
、
二
つ
の
月
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
言
葉
で
区
別
す

べ
き
か
判
断
が
難
し
い
。た
と
え
ば
、『
文
子
』は
八
ヶ
月
目
は

「
動
」
と
、
九
ヶ
月
目
は
「
躁
」
と
書
き
、
旧
注
で
は
「
八
月
而

動
」
は
「
降
其
神
靈
」
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
実
際
に
は
胎
動
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
胎
動
が
始
ま
る
の
が
八
ヶ
月
目
な
の
か
、
そ
れ
と
も
九
ヶ

月
目
な
の
か
は
、
区
別
し
が
た
い
。『
産
経
一
』
お
よ
び
『
産
経

一
』
の
注
釈
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
太
素
』
は
、『
淮
南
子
』
や

『
文
子
』
な
ど
と
同
様
で
あ
り
、
も
と
も
と
非
医
学
類
の
文
献
に

基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
胎
児
の
発
育
の
順
序
を
述
べ
る
際
、
す
べ
て
が

（ 100 ）



合
理
的
で
あ
る
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
同
一
の
書
の
中
で

も
記
述
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
り

（【
表
１
】・【
表
２
】
参

照
）、
た
と
え
ば
、『
産

経
一
』
と
『
産
経
二
』

の
順
序
に
は
大
き
な
差

違
が
あ
る
。
具
体
的
な

器
官
の
発
育
の
順
序
に

差
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、「
胎
」
と
な
る
時

期
に
つ
い
て
も
、
一
ヶ

月
の
差
違
が
あ
る
。
ま

た
、
胎
児
の
身
体
の
発

育
の
順
序
も
合
理
的
で

は
な
い
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
淮
南
子
』

に
記
さ
れ
て
い
る
成
長

過
程
は
、
七
ヶ
月
目
に

す
で
に
「
成
」
り
、

八
、
九
ヶ
月
目
に
続
け
て
「
動
」
と
「
躁
」
と
書
か
れ
、
十
ヶ
月

目
に
「
生
」
ま
れ
た
後
、
ま
た
「
形
體
以
成
、
五
臟
乃
形
」
と
述

べ
る
。『
文
子
』
は
、
一
ヶ
月
目
に
す
で
に
「
膏
」
が
で
き
、

二
ヶ
月
目
に
す
で
に
血
脈
が
で
き
、
三
ヶ
月
目
に
は
前
に
戻
っ
て

「
胚
」
が
で
き
、
四
ヶ
月
目
に
は
「
胎
」
が
で
き
る
と
言
う
。
前

掲
の
『
医
心
方
』
の
『
産
経
一
』
に
つ
い
て
は
、
五
ヶ
月
目
に
胎

児
が
「
動
」
き
、
六
ヶ
月
目
に
「
形
成
」
し
た
後
に
、
毛
髪
・
内

臓
（
胃
）・
目
（
瞳
子
）
が
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
内
容
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
文
献
も
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
清
華
簡
『
湯
在
啻
門
』
の
「
玉
種
」
に
関

す
る
考
察
を
行
っ
た
。
簡
文
に
記
さ
れ
て
い
る
十
ヶ
月
間
の
胎
児

の
成
長
過
程
は
、
各
種
文
献
の
描
写
と
比
べ
る
と
詳
述
の
程
度
が

異
な
り
、
そ
の
う
ち
簡
文
の
順
序
と
最
も
近
い
も
の
は
馬
王
堆
帛

書
『
胎
産
書
』
で
あ
る
。【
表
２
】
を
見
る
と
、『
湯
在
啻
門
』
の

「
玉
種
」
に
関
す
る
簡
文
は
、『
胎
産
書
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
『
産
経
二
』
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
を
「
甲

組
」
の
文
献
と
見
な
し
た
場
合
、
こ
れ
と
相
対
す
る
『
淮
南
子
』、

『
文
子
』、『
広
雅
』、『
医
心
方
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
産
経
一
』、

『
太
素
』
な
ど
の
文
献
は
互
い
に
類
似
性
が
強
く
、「
乙
組
」
と
見

【表１】
一 二 三 四 五 六 七 八 九 十

『淮南子』 膏 胅 胎 肌 筋 骨 成 動 躁 生
『文子』 膏 脈 胚 胎 筋 骨 成 動 躁 生
『広雅』 膏 脂 胎 胞 筋 骨 成 動 躁 生

【表２】
一 二 三 四 五 六 七 八 九 十

清華簡『湯在啻門』 裹 形 固 收 肉 肌 正 顯章 生
馬王堆帛書『胎産書』 流形 膏 脂 血 氣 筋 骨 膚革 毫毛 生
『産経二』 始形 膏 胎 血脈 血氣 筋骨 骨髓 膚革 皮毛 生
『産経一』 胚、胞 胎 血脈 骨 動 成 毛髮 瞳子 胃 生
『太素』 膏 脈 胞 胎 筋 骨 成 動 躁 生
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な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
二
組
の
文
献
は
、
明
ら
か
に
来
源

が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
学
者
は
通
常
、『
文
子
』

の
こ
の
段
の
文
章
は
『
淮
南
子
』
に
基
づ
く
と
認
識
し
て
い
る
。

実
際
に
は
、『
広
雅
』
を
含
む
訓
詁
学
の
材
料
も
、
同
じ
く
『
淮

南
子
』
を
来
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

『
淮
南
子
』
は
乙
組
の
真
の
祖
本
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
現
時
点

で
は
判
断
し
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
『
淮
南
子
』
の
編
著
者
も
そ
の

他
の
先
秦
時
代
の
文
献
を
引
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
甲
組
の
祖
本
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
清
華
簡
が
戦
国
中
晩
期

の
文
献
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
祖
本
の
年
代
も
戦
国
中
期
よ

り
遅
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

現
代
医
学
と
結
び
つ
け
て
分
析
す
る
と
、
簡
文
と
『
胎
産
書
』

は
、
比
較
的
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
文
献
は
、
戦

国
中
晩
期
か
ら
漢
代
初
期
ま
で
の
二
百
年
前
後
の
間
に
展
開
し
、

古
代
の
人
々
、
と
り
わ
け
戦
国
時
代
の
楚
人
と
秦
漢
時
代
の
楚
地

の
人
は
、
胎
児
の
十
ヶ
月
間
に
成
長
・
発
育
に
つ
い
て
、
あ
る
程

度
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
淮
南
子
』
は
同
じ
く
漢
代
初
期
に
楚
国
の

故
地
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
編
纂
に
参
加
し
た
人
々

は
、『
湯
在
啻
門
』
の
類
の
戦
国
文
献
を
見
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
が
、『
胎
産
書
』
の
よ
う
な
医
学
文
献
と
全
く
接
触
し

て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
秦
代
の
焚
書
を
経
て
、
漢
代

初
期
は
書
籍
の
欠
乏
が
深
刻
で
あ
っ
た
。『
湯
在
啻
門
』
と
「
詩

書
百
家
語
」
の
類
は
非
常
に
近
く
、
焼
き
払
わ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
史
書
に
は
、
医
書
は
焼
き
払
わ
れ
た
も
の
の
列
に

は
並
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
明
確
な
記
載
が
あ
る
。
で
は
、
な

ぜ
『
淮
南
子
』
な
ど
の
内
容
と
馬
王
堆
帛
書
『
胎
産
書
』
に
は
大

き
な
差
異
が
存
在
す
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注

（
１
）	

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

（
伍
）』、
一
四
八
頁
。
本
篇
の
概
要
に
つ
い
て
は
、「
清
華
簡
（
五
）
所

収
文
献
解
題
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
一
号
、二
〇
一
五
年
一
二
月
）、

八
一
～
八
五
頁
を
参
照
。

（
２
）	

湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
『
長
沙

馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
（
陸
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
六
月
）、
一

〇
一
～
一
〇
二
頁
。
本
稿
で
は
、
馬
王
堆
帛
書
『
胎
産
書
』
を
引
用
す

る
際
、
学
界
の
慣
習
に
従
っ
て
、
帛
書
の
行
列
番
号
を
注
記
す
る
こ
と

と
す
る
。
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
行
列
番
号
は
す
べ
て
『
長
沙
馬
王
堆

漢
墓
簡
帛
集
成
（
陸
）』
の
も
の
で
あ
る
。

（
３
）	『
医
心
方
』
巻
二
〇
の
「
妊
婦
脈
圖
月
禁
法
第
一
」・「
妊
婦
修
身
法
第

二
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
産
経
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
大
い
に
異
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な
る
。
前
者
は
比
較
的
詳
細
で
あ
り
、「
黄
帝
」
が
「
歧
伯
」
に
問
う
部

分
を
冒
頭
と
し
、
そ
の
後
、
妊
婦
と
胎
児
の
十
ヶ
月
の
変
化
に
つ
い
て

述
べ
る
。
以
下
、
岐
伯
が
黄
帝
に
答
え
る
際
に
、
胎
児
の
十
ヶ
月
間
の

成
長
・
発
育
を
簡
潔
に
述
べ
る
部
分
を
『
産
経
一
』
と
し
、
そ
の
後
の

妊
婦
と
胎
児
の
十
ヶ
月
の
変
化
を
詳
細
に
述
べ
た
部
分
を
『
産
経
二
』

と
す
る
。
後
者
は
三
つ
の
短
篇
か
ら
な
り
、
月
の
順
に
論
述
す
る
も
の

で
も
な
い
。

（
４
）	

大
形
徹
「《
胎
産
書
》
之
「
始
」」（
湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土

文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
・
中
華
書
局
主
催
「『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛

集
成
』
修
訂
国
際
学
術
研
討
会
」
論
文
集
、
二
〇
一
五
年
六
月
二
七
日
、

於
上
海
・
復
旦
大
学
）、
お
よ
び
大
形
徹
「『
胎
産
書
』
の
「
始
」」（『
漢

字
学
研
究
』
第
三
号
、二
〇
一
五
年
八
月
、一
一
八
～
一
二
一
頁
）
参
照
。

（
５
）	

王
寧
「
讀
《
湯
在
啻
門
》
散
剳
」、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研

究
中
心
網
、
二
〇
一
五
年
五
月
六
日
。
王
氏
は
最
終
的
な
結
論
と
し
て

「
揚
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
論
述
の
過
程
の
中
で
は
「
孕
」
と
読
む
可
能

性
に
言
及
し
て
い
る
。

（
６
）	

伝
抄
古
文
字
の
字
形
に
つ
い
て
は
、
徐
在
国
『
伝
抄
古
文
字
編
』（
線

装
書
局
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
一
四
七
四
頁
）
参
照
。
そ
の
他
の
資

料
に
つ
い
て
は
、
高
亨
編
著
・
董
治
安
整
理
『
古
字
通
仮
会
典
』（
斉
魯

書
社
、
一
九
八
九
年
七
月
、
三
二
頁
）、
馮
其
庸
・
鄧
安
生
編
著
『
通
仮

字
彙
釈
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、
八
四
五
頁
）
な
ど

を
参
照
。

（
７
）	

湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
『
長
沙

馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
（
参
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
三

六
頁
）、
白
於
藍
『
戦
国
秦
漢
簡
帛
古
書
通
仮
字
彙
纂
』（
福
建
人
民
出

版
社
、二
〇
一
二
年
五
月
、六
〇
七
頁
）、王
輝
『
古
文
字
通
仮
字
典
』（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
三
四
九
頁
）
参
照
。

（
８
）	

李
家
浩
「
甲
骨
文
北
方
神
名
「
勹
」
与
戦
国
文
字
従
「
勹
」
之
字

――

談
古
文
字
「
勹
」
有
読
如
「
宛
」
的
音
」、『
文
史
』
二
〇
一
二
年

第
三
期
。「
勹
」
と
「
宛
」
の
音
義
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
六
二
～
六
九

頁
に
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）	（
宋
）
司
馬
光
『
太
玄
集
註
』、
一
六
五
頁
。
簡
帛
文
献
中
の
関
連
す

る
通
仮
の
例
証
に
つ
い
て
は
、
白
於
藍
『
戦
国
秦
漢
簡
帛
古
書
通
仮
字

彙
纂
』、
四
二
三
～
四
二
四
頁
参
照
。

（
10
）	

本
稿
の
執
筆
過
程
中
、
筆
者
の
師
で
あ
る
李
天
虹
氏
よ
り
、
こ
れ
は

一
つ
の
双
声
符
の
字
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
の
解
釈
は
正

し
い
可
能
性
が
あ
る
。
陽
・
元
の
二
つ
の
部
は
主
母
音
が
同
じ
で
、
関

係
が
密
接
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
説
文
解
字
』
で
は
「
卝
」
は
「
礦
」

の
古
文
で
あ
る
と
し
、「
卝
」
は
元
部
に
属
し
、「
礦
」
は
陽
部
に
属
す
。

新
蔡
葛
陵
楚
簡
の
甲
三
・
第
一
五
簡
の
「
潒
栗
」
は
、李
天
虹
氏
は
「
戰

慄
」
あ
る
い
は
「
顫
慄
」
と
読
み
、「
戰
」・「
顫
」
は
い
ず
れ
も
元
部
に

属
し
、「
潒
」
は
「
象
」
声
に
従
い
、
陽
部
に
属
す
。「
勹
」
が
「
宛
」

の
発
音
を
取
る
時
も
元
部
の
字
に
属
し
、
陽
部
の
「
昜
」
声
で
あ
る
と

の
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
李
天
虹
「
新
蔡
楚
簡
補
釈
四
則
」（
簡
帛
研
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究
網
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
七
日
）、
陳
偉
主
編
『
楚
地
出
土
戦
国
簡

冊
［
十
四
種
］』（
経
済
科
学
出
版
社
、二
〇
一
〇
年
第
二
刷
、四
〇
六
頁
、

注
釈
四
三
六
～
四
三
七
頁
）
参
照
。

（
11
）	D

onald.J.H
arper 

「Early Chinese m
edical literature : T

he 

M
aw
angdui M

edical M
anuscripts

」 （『Colum
bia U

niversity 

Press

』、
一
九
九
七
年
）
三
七
八
頁
注
釈
六
、
大
西
克
也「
試
説「
流
形
」」

（『
出
土
文
献
』
第
一
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
一
八
一
～

一
八
四
頁
、周
祖
亮
・
方
懿
林
『
簡
帛
医
薬
文
献
校
釈
』（
学
苑
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
五
月
）
二
七
六
頁
参
照
。

（
12
）	

そ
の
例
と
し
て
は
、『
左
伝
』
成
公
十
年
の
孔
穎
達
疏
に
「
雖
凝
者
曰

脂
、釋
者
曰
膏
。
其
實
凝
者
亦
曰
膏
。」、『
大
戴
礼
記
』
の
盧
辯
注
に
「
凝

者
為
膏
。」
と
あ
る
。

（
13
）	

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大
学
蔵

戦
国
竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
三
）」、
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
七
日
。

（
14
）
簡
帛
網
・
簡
帛
論
壇
「
清
華
簡
《
湯
在
啻
門
》
初
読
」
第
一
四
帖
、

二
〇
一
五
年
四
月
二
一
日
。

（
15
）	『
雲
笈
七
籖
』
が
引
用
す
る
『
文
子
』
に
は
「
二
月
而
胞
」
と
あ
り
、

別
本
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
前
人
注
の
『
文
子
』
は
、
多
く
は
『
雲

笈
七
籖
』
の
引
用
文
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
王
利
器
『
文
子
疏
義
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
一
一
八

頁
）
参
照
。

（
16
）	

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大
学
蔵

戦
国
竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
三
）」、
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
七
日
。

（
17
）	『
医
心
方
』（
丹
波
康
頼
撰
、
高
文
柱
校
注
『
医
心
方
』、
華
夏
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
一
月
）
巻
二
〇
の
「
妊
婦
脈
圖
月
禁
法
」
に
附
さ
れ
て
い

る
胎
児
発
育
の
図
示
に
は
、
一
ヶ
月
目
・
二
ヶ
月
目
は
た
だ
黒
点
で
表

示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
三
ヶ
月
目
に
胎
児
の
形
状
を
描
き
出
し
て
い

る
。
そ
の
根
拠
は
、ま
さ
し
く
『
医
心
方
』
が
収
録
す
る
『
産
経
』
の
「
三

月
始
胎
」
で
あ
る
。

（
18
）	『
文
子
』
は
二
ヶ
月
目
を
「
脈
」
と
言
い
、
こ
れ
と
一
致
す
る
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
は
偶
然
の
一
致
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。『
文
子
』

の
「
十
月
懷
胎
」
に
つ
い
て
は
、
簡
文
・
帛
書
お
よ
び
伝
世
医
書
と
す

べ
て
異
な
る
。
も
し
『
文
子
』
の
も
と
も
と
三
ヶ
月
目
の
「
胚
」
を
繰

り
上
げ
て
一
ヶ
月
目
に
し
、
も
と
も
と
一
ヶ
月
目
の
「
膏
」
を
後
ろ
に

移
し
て
二
ヶ
月
目
に
し
、
も
と
も
と
二
ヶ
月
目
の
「
脈
」
を
後
ろ
に
移

し
て
四
ヶ
月
目
に
し
、も
と
も
と
四
ヶ
月
目
の「
胎
」を
繰
り
上
げ
て
三
ヶ

月
目
に
す
る
な
ら
ば
、
帛
書
・
医
書
な
ど
と
お
お
む
ね
対
応
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、『
文
子
』
が
記
す
順
序
は
、
単
独
の
例

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
あ
ま
り
合
理
的
で
も
な
い
。

（
19
）	

整
理
者
が
「
固
」
と
読
む
字
は
、
簡
文
は
「
古
」
声
に
従
い
、
学
者

は
改
め
て
「
骨
」
と
読
ん
で
い
る
が
、た
と
え
通
仮
が
成
立
可
能
で
あ
っ

て
も
、
事
実
に
合
わ
な
い
。
後
述
の
胎
児
の
筋
肉
と
骨
格
の
発
育
状
況

を
参
照
。

（
20
）	

男
女
の
性
別
の
問
題
に
関
す
る
古
文
字
資
料
は
、
甲
骨
文
の
中
に
す
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で
に
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
胎
児
の
性
別
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
遙
か
昔

か
ら
の
伝
統
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

（
21
）	
類
似
の
表
現
は
、『
医
心
方
』
が
収
録
す
る
一
種
の
『
産
経
』
に
見
え
、

「
懷
身
三
月
…
…
當
此
之
時
、
未
有
定
儀
、
見
物
而
化
。」
と
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
『
産
経
』
が
直
接
述
べ
て
い
る
こ
と
は
胎
児
の
性
別
で
は

な
く
、
疾
病
の
問
題
で
あ
り
、
前
述
の
三
種
と
は
異
な
る
。

（
22
）	D

onald.J.H
arper 

「Early Chinese m
edical literature : T

he 

M
aw
angdui M

edical M
anuscripts

」、『Colum
bia U

niversity 

Press

』、
一
九
九
七
年
、
三
七
九
頁
注
五
。

（
23
）	

た
と
え
ば
、『
管
子
』
禁
蔵
に
「
食
飲
足
以
和
血
氣
。」
と
、『
礼
記
』

三
年
問
に
「
凡
生
天
地
之
間
者
、
有
血
氣
之
屬
、
必
有
知
。」
と
あ
る
。

（
24
）	

本
稿
の
執
筆
過
程
中
、
李
天
虹
氏
は
、
こ
の
「
收
」
は
『
産
経
』
な

ど
が
言
及
す
る「
成
」と
対
応
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
指
摘
し
た
。

本
稿
で
は
、『
産
経
』
が
述
べ
る
と
こ
ろ
と
簡
文
と
は
対
照
で
き
る
箇
所

が
比
較
的
少
な
い
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
説

を
取
ら
ず
、
以
後
、
再
検
討
し
た
い
。

（
25
）	

字
形
に
つ
い
て
は
、
容
庚
編
著
、
張
振
林
・
馬
国
権
摹
補
『
金
文
編
』

（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
七
月
、
六
七
七
頁
）
参
照
。

（
26
）	

呉
振
武
「
焂
戒
鼎
補
釈
」、『
史
学
集
刊
』
一
九
八
八
年
第
一
期
、
四

～
六
頁
。

（
27
）	

こ
れ
以
外
に
、『
荘
子
』
大
宗
師
は
魚
を
「
相
呴
以
濕
」
と
書
く
。
五
ヶ

月
目
に
胎
児
は
な
お
母
体
に
お
り
、
羊
水
の
中
で
呼
吸
し
て
お
り
、
こ

れ
は
ま
さ
に
魚
が
水
中
で
呼
吸
す
る
よ
う
に
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
胎

児
が
母
体
で
呼
吸
す
る
こ
と
に
「
呴
」
の
字
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ

れ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
28
）	

関
連
す
る
意
見
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
論
壇
や
論
文
に
見
え
る
。

王
寧
「
読
『
湯
在
啻
門
』
散
札
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究

中
心
網
、
二
〇
一
五
年
五
月
六
日
）
参
照
。

（
29
）	

こ
れ
ら
の
語
は
語
義
が
近
く
、
古
籍
で
は
互
い
に
解
釈
で
き
る
。
た

と
え
ば
、『
楚
辞
』
天
問
の
洪
興
祖
注
に
「
膏
、
脂
也
。」
と
、『
淮
南
子
』

主
術
の
「
人
主
靜
漠
而
不
躁
」
の
高
誘
注
に
「
躁
、
動
也
。」
と
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

・�

白
於
藍
『
戦
国
秦
漢
簡
牘
帛
書
通
仮
字
彙
纂
』、
福
建
人
民
出
版
社
、
二

〇
一
二
年
五
月
。

・�

大
形
徹
『
馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書　

胎
産
書
・
雑
禁
方
・
天
下
至
道

談
・
合
陰
陽
方
・
十
問
』、
東
方
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
。

・�

大
形
徹
「『
胎
産
書
』
の
「
始
」」、『
漢
字
学
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
五

年
三
月
。

・�
大
西
克
也
「
試
説
「
流
形
」」、『
出
土
文
献
』
第
一
輯
、
中
西
書
局
、
二

〇
一
〇
年
八
月
。

・�D
onald.J.H

arper

「Early Chinese m
edical literature : T

he 

M
aw
angdui M

edical M
anuscripts

」、『Colum
bia U

niversity 

Press

』、
一
九
九
七
年
。
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・�

馮
其
庸
・
鄧
安
生
編
著
『
通
仮
字
彙
釈
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

六
年
二
月
。

・�
高
亨
纂
著
・
董
治
安
整
理
『
古
字
通
仮
会
典
』、
斉
魯
書
社
、
一
九
八
九

年
七
月
。

・�

何
寧
『
淮
南
子
集
釈
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
。

・�

華
東
師
範
大
学
中
文
系
出
土
文
献
研
究
工
作
室
「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国

竹
簡
（
伍
）》
書
後
（
三
）」、
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
七
日
。

・�

湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
『
長
沙
馬
王

堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
六
月
。

・�

李
家
浩
「
甲
骨
文
北
方
神
名
「
勹
」
与
戦
国
文
字
従
「
勹
」
之
字
――

談

古
文
字
「
勹
」
有
読
如
「
宛
」
的
音
」、『
文
史
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
。

・�

馬
継
興
『
馬
王
堆
古
医
書
考
釈
』、
湖
南
省
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九

二
年
一
一
月
。

・�

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

（
伍
）』、
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
四
月
。

・
司
馬
光
『
太
玄
集
註
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
九
月
。

・�

中
国
出
土
文
献
研
究
会
「
清
華
簡
（
五
）
所
収
文
献
解
題
」、『
中
国
研
究

集
刊
』
第
六
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
。

・�

王
寧
「
読
『
湯
在
啻
門
』
散
札
」、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究

中
心
網
、
二
〇
一
五
年
五
月
六
日
。

・
王
輝
『
古
文
字
通
仮
字
典
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
二
月
。

・
王
利
器
『
文
子
疏
義
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
。

・
呉
振
武
「
焂
戒
鼎
補
釈
」、『
史
学
集
刊
』
一
九
八
八
年
第
一
期
。

・
徐
在
國
『
伝
抄
古
文
字
編
』、
線
装
書
局
、
二
〇
〇
二
年
六
月
。

・�

周
祖
亮
・
方
懿
林
『
簡
帛
医
薬
文
献
校
釈
』、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
四

年
五
月
。

【
附
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
二
三
日
お
よ
び
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
〇
日

に
開
催
さ
れ
た
中
国
出
土
文
献
研
究
会
の
研
究
会
合
に
お
い
て
発
表
し
た
論

文
に
修
訂
を
加
え
、
定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
執
筆
過
程

中
、
李
天
虹
氏
（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
教
授
）
よ
り
ご
意
見
・
ご
教
示

を
賜
っ
た
。
日
本
語
翻
訳
の
際
に
は
、
草
野
友
子
氏
（
京
都
産
業
大
学
特
約

講
師
）、
佐
藤
由
隆
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
生
）
の
助
力
を
得
た
。
関
係
者

各
位
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
硏
究
費
補
助
金
・
特
別
研
究
員
奨
励

費
（JSPS K

A
K
EN
H
I Grant N

um
ber 2�6

・04302

）
お
よ
び
中
国
教

育
部
青
年
基
金
項
目
（15Y

JC770003

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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